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男性 女性 男性 女性
鑑 定 3 1 4 4 12
面接
希望者 5 17 4 18 44
郵 送 0 7 1 11 19
インターネット 13 50 12 47 122











































子の年齢構成 男性 女性 合計
10代 8 12 20
20代 9 24 33
30代 3 18 21
40代 1 12 13
50代 0 3 3
60代以上 0 6 6











離婚後の年数 男性 女性 合計
５年以下 7 10 17
６～10年 2 10 12
11～15年 5 7 12
16～20年 4 10 14
21～25年 1 10 11
26年以上 2 28 30



















賛成 反対 その他 無回答
言えた 20 2 1 4聞か
れた 言えず 0 1 2 0
聞かれない 4 1 3 51
無回答 0 0 0 7
合 計 24 4 6 62
エ 面会交流
あり なし 無回答 合計
父 8 8 1 17
監護親 母 41 27 2 70
小計 49 35 3 87
父母以外 0 1 1 2
独立･成人 7 0 0 7
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離婚すべきではない 14 7 21
そうとは言えない 42 69 111
どちらとも言えない 36 17 53
無 回 答 4 7 12
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